
〒791－0523 西条市丹原町北田野１５８７番地5

電話・ＦＡＸ：０８９８－６８－７５０１

E-mail：tano-k＠saijo-city.jp

田野地区の人口 (前月比)

男 1,393 人 （－5）

女 1,420 人 （＋5）

合 計 2,813 人 （±0）

世帯数 1,372世帯（＋6）

令和7年4月末現在

公民館(農村婦人の家玄関横)の駐輪場が資源ごみ(ビン・ペットボトル・スプレー缶等)
のごみステーションとなっています。ルール違反のため、収集できないごみが残ってい
ます。
ごみの分け方出し方は、各家庭に配布しています「家庭ごみ分別ガイドブック」

又は〝西条市ごみ分別アプリ〟「さんあ～る」でご確認下さい。

収集できず度々残っている物

・乾電池

・化粧品用（乳白色）のびん

・汚れているびん

・割れたガラス

令和６年度の活動を振り返ると

１ 空き家対策として空き家マップを作成し、今後の空き家対策の検討基礎資料と

しました。

２ 描く会のシンボルとして上記のロゴマークを作成しました。

３ 広報用のロゴマーク入りノボリ旗を作成しました。

４ 広報用のロゴマーク入りオリジナルスタッフＴシャツを作成しました。

５ 研修・啓発活動として、地域づくり先進地で視察研修を行ないました。

令和７年度の活動計画を５/２１（水）の総会で決定します。

田野地区のみなさまといっしょに活動していきます。お気づきの事はお気軽にご連

絡下さい。



地域で子育て支援してみませんか？

子育てのお手伝いをしてくださる会員を募集中！

年齢・性別・経験問わず活躍中です。

西条ファミリー・サポート・センターは、地域で育児の援助を行う人（サポート会員）と

受けたい人（依頼会員）が会員となり、子育ての助け合いを行う会員組織です。

サポート会員として活動するためには、センターが開催する講習会の受講が必要です。令

和7年度１回目の講習会を６月25日～27日に開催予定

※報酬 １時間600円～900円 （有償のボランティア活動）

※センター・講習会の詳細：「西条ファミリーサポート」で検索

【会員登録・お問合せ】

・西条ファミリー・サポート・センター（西条市役所 保育・幼稚園課内）

【電話番号】 0897-53-1666

・西部支所 市民福祉課 こども係

自動車を運転される高齢者の方を対象に、体験型の交通安全教室を開催します。

ドライブレコーダーによる御自身の運転の再確認や急発進防止装置などを体験する

ことができます。ぜひ、御参加ください。

○日 程：令和７年６月３０日（月）

○時 間：午前の部 9時～12時、午後の部 13時30分～16時30分

※申込時にどちらか希望をお伝えください。

○場 所：西条ドライビングスクール（西条市石田284番地）

○対 象：市内在住のおおむね65歳以上の方で、自動車運転免許をお持ちの方

○定 員：午前・午後でそれぞれ20人（先着順）

〇応募締切：６月１８日（水）

〇その他：当日は運転免許証と、眼鏡等運転に必要なものをお持ちください

○申込先：西条市役所危機管理課くらし安全係 TEL0897-52-1284（直通）

放課後子ども教室事業

☆日 時：第１回 ５月２8日（水）

第２回 ６月１8日（水）

第３回 ７月１6日（水）

☆場 所：田野公民館

☆講 師：藤田 克昌 氏

☆対 象：小学生（全学年対象）

☆参加費：無料

☆持ってくる物：筆記用具

☆締切り：5月２０日（火）

☆問合せ先：田野公民館

℡68－7501

※詳細は、田野小学校より配布

しましたチラシをご覧ください。

※保護者の見学・参加も歓迎します。

各回
１５:３０～１６:３０

高齢運転者交通安全教室を開催します！



・日時：６月２２日（日）

受 付 ８：５０

開会式 ９：００

・会場：丹原体育館（久妙寺）

・主催：丹原東地区体育協会

・共催：丹原公民館・徳田公民館・田野公民館

第18回

丹原東中学校区交遊レクバレー大会

～毎月10日は人権を考える日～

令和６年度 人権問題に関する市民意識調査報告から

部落問題（同和問題）について
初めて知ったきっかけ

「小学校、中学校、高等学校の授業」で知っ
たと回答した人が５割近い割合となっています。
さらに、「家族」「近所の人」と回答した人は
３割となっています。

また、年代別にみると、５０歳代以下は、
「学校教育」において初めて知ったと回答した
人が多く、７割～８割となっています。
愛媛県で、人権・同和教育が学校教育の中で

行われるようになったのは、昭和４０年頃から
です。
昭和２７年広島県の中学校で、教師による差

別事件が起きたことを契機に、当時の文部省は
学校教育及び社会教育を通じての同和教育の徹
底を指示する次官通達「同和教育について」を
出しました。
また、昭和４０年に「同和対策審議会答申」

が出され、同和教育への関心が高まりました。
さらに、昭和４７年、義務教育史上はじめて、

ある教科書会社の中学校社会科教科書に同和問
題に関する記述がなされ、同和問題学習の重要
性と不可欠性が認識されはじめました。（本県
で使用している社会科教科書に同和問題に関す
る記述が掲載されたのは、小学校は昭和49年、
中学校は昭和50年のことでした。）
学校教育における人権・同和教育は、部落問

題の科学的認識（偏見ではなく、科学的に正し
く理解すること）のもとに「正しい」人権意識
を育てることにあります。また、現在行われて
いる社会教育における人権・同和教育の学習会、
研修会等は、正しい人権についての学習を通し
て、私たちの誤った認識を正していくものです。

人権擁護課、西条市人権教育協議会では、令和６年５月２１日～６月１０日に「令和６年度 人権問
題に関する市民意識調査」を実施しました。これは、人権施策推進にあたり、５年に１度実施し、人権
問題に関する市民の意識を把握し、今後の施策の基礎資料とするものです。

(詳細について)

西条市ホームページ（人権擁護課）をご覧ください。下記のＵＲＬからお入りください。
https://www.city.saijo.ehime.jp/soshiki/jinkenyogo/ishikichosar6.html

 ア 家族 185人 24%

 イ 近所の人 57人 7%

 ウ 小学校の授業 289人 38%

 エ 中学校の授業 58人 8%

 オ 高校の授業 10人 1%

 カ 大学の授業 3人 0%

 キ 学校の友達 14人 2%

 ク 職場の研修 17人 2%

 ケ 同和教育の集会や研修会 37人 5%

 コ テレビや新聞などのマスコミ情報 19人 3%

 サ インターネット・SNS 1人 0%

 シ 部落問題にかかわる出来事があった 5人 1%

 ス 覚えていない 31人 4%

 セ 部落問題を知らない 16人 2%

 　 その他 10人 1%

 　 未回答 8人 1%

18～20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代～

　家族 5.7% 7.6% 12.6% 8.0% 31.8% 41.1%

　近所の人 0% 0% 0% 2.7% 6.0% 17.4%

　小学校の授業 54.7% 65.8% 72.8% 69.9% 25.8% 5.4%

　中学校の授業 15.1% 6.3% 7.8% 9.7% 8.6% 5.0%

　高校の授業 1.9% 1.3% 0.0% 0.0% 2.6% 1.6%

　大学の授業 1.9% 0% 0% 0% 0.7% 0.4%

　学校の友達 0.0% 1.3% 0.0% 0.0% 3.3% 3.1%

　職場の研修 3.8% 0% 2.9% 0.9% 1.3% 3.5%

　同和教育の集会や研修会 1.9% 1.3% 1.0% 3.5% 7.9% 7.0%

　テレビや新聞などの

   マスコミ情報
0% 5.1% 0% 0% 1.3% 5.0%

　インターネット・SNS 0% 1.3% 0% 0% 0% 0%

　部落問題にかかわる

   出来事があった
0% 0% 0% 0.0% 0.7% 1.6%

　覚えていない 11.3% 5.1% 1.0% 2.7% 4.6% 3.9%

　部落問題を知らない 3.8% 2.5% 0% 1.8% 2.0% 2.3% 西条市人権教育協議会 西条市人権擁護課

（問１４）部落問題（同和問題）について
初めて知ったきっかけは何ですか。

☆日 時：６月１０日（火）13：30～

☆場 所：洋室会議室

☆講 師：髙橋 みづほ 氏

☆材料費：1,000円（5本）

☆締切り：６月３日（火）

カーネーション作り

https://www.city.saijo.ehime.jp/soshiki/jinkenyogo/ishikichosar6.html


6月 1日 日 6月21日 土

6月 7日 土 6月22日 日

6月 8日 日 6月28日 土

6月14日 土 6月29日 日

6月15日 日

日 曜 行 事 名

３ 火 いきいき百歳体操 13:30～15:00

４ 水
たのしウォーキング 9:00～

はつらつクラブ 13:30～15:30

５ 木 さくらんぼ 9:00～12:00

６ 金 移動図書館カワセミ号 １４:００～１４:3０

１０ 火 いきいき百歳体操 13:30～15:00

１２ 木
資源ごみ(ガラスびん等)

さくらんぼ 9:00～12:00

１７ 火 田野しい会 13:30～16:30

１８ 水
はつらつクラブ 13:30～15:30

子ども英語教室 15:30～16：30

２０ 金 移動図書館カワセミ号 １４:００～１４:3０

２２ 日 丹原東中校区レクバレー大会 9:00～

2４ 火
資源ごみ（古紙）

いきいき百歳体操 13:30～15:00

公民館休館日のお知らせ

熱中症を防ぎましょう 保健センター便り
☎0897-52-1215

・エアコン等で温度を調節

・遮光カーテン、すだれを利用

・室温をこまめに確認

屋外では

・日傘や帽子の着用

・日陰の利用、こまめな休憩

・天気のよい日は、日中の外出をできる

だけ控える

屋内では

こまめに水分を補給からだの蓄熱を避けるために

・通気性のよい、吸湿性・速乾性のある衣服を着用

・保冷剤、氷、冷たいタオルなどで、からだを冷やす

・室内でも屋外でも、のどの渇きを感じ

なくても、こまめに水分を補給

特に注意したい方々

・子どもは体温の調節能力が十分に発達していないので、気を配る必要があります。

・熱中症患者のおよそ半数は６５歳以上の高齢者です。

高齢者は暑さや水分不足に対する感覚機能やからだの調整機能も低下しているので、注意が必要です。

・障害のある方も、自ら症状を訴えられない場合があるため、特に配慮しましょう。
(出典：厚生労働省HP)

学級・講座・子ども教室の様子や作品を公民館

職員が写真撮影しますのでご了承ください。また、

撮影した写真を公民館だよりやホームページに掲

載する場合があります。なお、写真の撮影、掲載

を望まない方は、公民館職員までお申し付けくだ

さい。

ホームページへの掲載に関して、ホームページ

で使用する肖像権等の個人情報については、

『公民館だよりのホームページ掲載要項』

に従って適切に取り扱いします。


